
大
災
害
か
ら
九
年
後
の「
い
ま
」を
刻
み
、記
憶
の
彼
方
に
埋
も
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
！

◉
編
著

＝
吉
原
直
樹
・
山
川
充
夫

清
水

　亮
・
松
本
行
真

◉
推
薦

＝
室
崎
益
輝

東
日
本
大
震
災
と

〈
自
立
・
支
援
〉の

生
活
記
録

六
花
出
版

シリーズ
完結!

東
日
本
大
震
災
か
ら
九
年…

…
こ
の
間
の
国
や
県
、当
該
自
治
体
が
考
え
る
復
興
と
、

被
災
者
・
避
難
者
の
考
え
る
復
興
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な〈
落
差
〉が
あ
る
。

本
書
は
、被
災
者
に
た
い
す
る
支
援
と
自
立
の
あ
り
よ
う
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
、

「
人
間
の
復
興
」と
い
う
願
い
を
込
め
て
、そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ

〈
生
活
記
録
〉第
３
弾
！

全
Ⅲ
部
の
構
成
に
よ
る
本
書
は
、第
Ⅰ
部
で
は
復
興
の
現
状
を
、第
Ⅱ
部
で
は〈
自
立
・
支

援
〉活
動
の
実
相
を
、第
Ⅲ
部
で
は
復
興
の
記
録
の
方
法
と
レ
ガ
シ
ー
の
中
身
の
検
討
を

中
心
に
、〈
自
立
・
支
援
〉の「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
問
い
質
す
論
考
二
八
本
を
収
録
！



大
規
模
な
災
害
は
、
自
力
で
立
ち
上
が
れ
な
い
被
災
者
や
被
災
地
を
無
数

に
生
み
出
す
。
と
同
時
に
、
そ
の
時
々
の
社
会
が
孕
ん
で
い
る
社
会
矛

盾
を
顕
在
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
災
害
後
の
救
援
か
ら
回
復
さ
ら
に
は
復
興

の
過
程
で
は
、
被
災
者
の
自
立
や
被
災
地
の
再
生
を
は
か
る
こ
と
、
顕
在
化
し

た
矛
盾
に
立
ち
向
か
い
社
会
変
革
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
自
立

と
変
革
と
い
う
課
題
に
、
被
災
者
や
被
災
地
が
い
か
に
立
ち
向
か
い
、
い
か
な

る
成
果
を
勝
ち
え
た
か
が
、
復
興
の
検
証
で
は
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
、
そ
の
自
立
と
変
革
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
被
災
現
場
に
寄
り
添
い
な
が

ら
多
面
的
に
明
ら
か
に
し
た
、
集
団
的
労
作
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興

の
成
果
と
教
訓
を
、
光
と
影
の
両
面
か
ら
科
学
的
か
つ
政
策
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
次
の
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
社
会
創
造
の
糧

に
も
な
る
知
見
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
被
災
地
の
人
々
の
労
苦
が
反
映
し
て

の
豊
か
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
執
筆
さ
れ
た
専
門
家
の
熱
い
視
点
が
実
っ
て
の

素
晴
ら
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
そ
の
分
野
横
断
的
な
総
合
性
と
地
域
密
着
的
な
親
近
性
を
、
高

く
評
価
し
た
い
。
総
合
性
と
い
う
こ
と
で
は
、
異
な
る
分
野
や
多
方
面
の
領
域
が

一
つ
の
素
晴
ら
し
い
織
物
を
編
む
よ
う
に
融
合
し
て
い
る
。
親
近
性
と
い
う
こ

と
で
は
、
被
災
者
と
被
災
地
に
対
す
る
温
か
い
思
い
が
太
い
糸
の
よ
う
に
つ
ら

ぬ
か
れ
て
い
る
。
福
島
へ
の
熱
い
思
い
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
東
日
本

大
震
災
の
総
括
的
記
録
と
し
て
、
常
に
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
良
書
で
あ
る
。

室
崎
益
輝
（
む
ろ
さ
き
・
よ
し
て
る
）◉
兵
庫
県
立
大
学

推薦します

第
Ⅰ
部	

復
興
の
い
ま

復
興
庁
の
二
つ
の
顔
─
─
計
画
行
政
と
再
帰
的
ガ
バ
ナ
ン
ス	

菅
野
拓

計
画
の
推
進
状
況
か
ら
み
た
新
た
な
東
北
圏
広
域
地
方
計
画
の
特
徴	

野
々
山
和
宏

「
人
は
ひ
と
な
か
」に
よ
る
復
興	

山
崎
憲
治

「
被
災
地
支
援
」か
ら「
地
域
活
動
」へ
─
─
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
主
体	

望
月
美
希

産
業
創
出
を
核
と
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
─
─
福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
を
事
例
と
し
て	

	

大
塚
彩
美
・
平
野
勇
二
郎
・
中
村
省
吾
・
藤
田
壮

原
子
力
災
害
被
災
地
に
お
け
る
商
工
業
復
興
─
─
福
島
県
南
相
馬
市
を
事
例
に	

初
澤
敏
生

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
過
程
に
お
け
る
共
同
性
の
諸
相	

松
本
行
真

原
発
事
故
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
と
課
題	

─
─
双
葉
郡
未
来
会
議
を
事
例
に	

加
井
佑
佳
・
松
本
行
真

福
島
県
内
自
治
体
の「
作
業
員
」へ
の
対
応
と
川
内
村
に
お
け
る
除
染
事
業
主
体
の
取
り
組
み	

髙
木
亨

復
興
す
る
こ
と
の
物
語
と
そ
の
主
体	

山
田
修
司

「
地
域
専
門
家
」の
一
つ
の
か
た
ち
─
─
中
間
貯
蔵
施
設
に
向
き
合
う
人
び
と	

吉
原
直
樹

第
Ⅱ
部	

〈
自
立
・
支
援
〉の
諸
相

住
民
組
織
主
導
に
よ
る
自
立
的
な
避
難
体
制
構
築
に
向
け
た
支
援	

─
─
い
わ
き
市
沼
ノ
内
区
を
事
例
に	

班
目
佳
小
里
・
松
本
行
真

避
難
指
示
解
除
後
の
地
域
福
祉
の
課
題
─
─
楢
葉
町
の
福
祉
事
業
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
中
心
に	

齊
藤
綾
美

復
興
公
営
住
宅
居
住
者
の
食
生
活
と
食
支
援
─
─
会
津
若
松
市
の
復
興
公
営
住
宅
を
事
例
と
し
て	

佐
藤
真
理
子

県
外
避
難
者
支
援
の
現
状
と
課
題
─
─
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
の
取
り
組
み
か
ら	

田
村
啓
子
・
松
井
克
浩

東
北
大
学
東
日
本
大
震
災
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
の
経
験
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
課
題	

米
村
滋
人

被
災
地
・
者
の〈
自
立
〉に
向
け
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
葛
藤
と
模
索	

─
─
東
北
大
学
が
受
け
継
い
だ
系
譜
と
新
た
な
展
開	

菊
池
遼
・
藤
室
玲
治
・
江
口
怜
・
松
原
久

復
興
グ
ッ
ズ
に
見
る
自
立
と
支
援
─
─
ハ
ー
ト
ニ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開	

清
水
亮

農
業
復
興
支
援
の
可
能
性
と
課
題
─
─
ふ
く
し
ま
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例	

三
浦
倫
平

生
業
復
興
と
販
路
形
成	

─
─
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
は
、な
ぜ
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
、被
災
し
た
生
産
者
を
支
援
し
た
の
か	

齊
藤
康
則

一
人
ひ
と
り　

寄
り
添
い　

多
様
性
を
紡
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	

村
井
雅
清

第
Ⅲ
部	

復
興
記
録
の
継
承
と
検
証

原
子
力
災
害
被
災
地
に
お
け
る
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
の
た
め
の
資
料
収
集
と
そ
の
目
的	

瀬
戸
真
之

東
日
本
大
震
災
の
記
録
を
残
す
活
動
と
震
災
遺
物
保
存
の
意
味
─
─
福
島
県
を
事
例
と
し
て	

深
谷
直
弘

福
島
県
い
わ
き
市
の
住
民
８
１
９
人
を
対
象
と
し
た
防
災
意
識
調
査	

中
村
洋
介
・
島
崎
麻
衣

他
人
事
か
ら
自
分
事
へ	

─
─
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者
取
材
を
通
じ
て
、大
学
生
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か	

高
橋
弘
司

震
災
体
験
記
か
ら
読
み
解
く
東
日
本
大
震
災
と
減
災
へ
の
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン	

瀬
谷
貢
一

食
品
放
射
能
計
測
所「
い
の
り
」に
よ
る
支
援
活
動
─
─
東
北
ヘ
ル
プ
の
原
子
力
被
災
地
支
援	

川
上
直
哉

福
島
県
復
興
祈
念
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
形
成
─
─
福
島
県
か
ら
の
提
言
を
中
心
に	

山
川
充
夫

東
日
本
大
震
災
と〈
自
立
・
支
援
〉の
生
活
記
録

◉
目
次

新刊



第
Ⅰ
部	

さ
ま
ざ
ま
な
復
興

「
小
文
字
の
復
興
」の
た
め
に	

吉
原
直
樹

「
東
日
本
大
震
災
と
東
北
圏
広
域
地
方
計
画
の
見
直
し
」の
そ
の
後	

─
─
見
直
し
中
断
の
影
響
と
国
土
形
成
計
画
の
変
容	

野
々
山
和
宏

原
発
事
故
の
被
害
構
造
─
─
福
島
県
中
通
り
九
市
町
村
の
母
子
の
生
活
健
康
調
査
か
ら
の
報
告	

成
元
哲

復
興
の「
も
の
さ
し
」に
み
る
宮
城
県
内
被
災
者
の
生
活
復
興
過
程	

佐
藤
翔
輔

釜
石
市
唐
丹
の
集
落
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
幕	

神
田
順

異
な
る
立
場
か
ら
被
災
地
の
将
来
像
を
織
り
上
げ
る	

─
─
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
か
ら
み
る
復
興
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
よ
う	

菅
野
拓

復
興
組
織
に
お
け
る
組
織
間
関
係
の
変
遷
─
─
復
旧
期
か
ら
復
興
期
を
事
例
に	

菅
野
瑛
大
・
山
岡
徹

復
興
過
程
に
お
け
る
市
民
会
議
の
役
割
・
機
能
の
変
遷	

磯
崎
匡

巨
大
災
害
発
生
後
に
お
け
る
国
家
レ
ベ
ル
の
復
興
組
織
の
評
価
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
て	

─
─
国
際
事
例
に
よ
る
検
証
の
試
み	

地
引
泰
人
・
井
内
加
奈
子

第
Ⅱ
部	

復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

転
機
を
迎
え
た
楢
葉
町
の
仮
設
住
宅
自
治
会	

松
本
行
真

生
活「
選
択
」期
を
迎
え
た
富
岡
町
避
難
者
と
広
域
自
治
会
の
役
割	

松
本
行
真

生
活
を
支
援
す
る
こ
と
の
困
難
さ
─
─
大
槌
町
で
の
五
年
間	

新
雅
史

津
波
被
災
者
と
原
発
避
難
者
の
交
流
─
─
い
わ
き
市
薄
磯
団
地
自
治
会
と
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
の
事
例	

齊
藤
綾
美

東
日
本
大
震
災
後
に
問
わ
れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
─
─
岩
手
県
洋
野
町
の
事
例	

後
藤
一
蔵

被
災
地
の
非
営
利
組
織
で
働
く「
第
二
世
代
」の
生
活
史
─
─
活
動
と
雇
用
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ	

齊
藤
康
則

自
主
避
難
者
の
対
話
的
交
流
と
派
生
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
─
─
母
子
避
難
と
い
う
経
験
の
語
り
か
ら	

高
橋
雅
也

復
興
へ
の
燭
光
─
─
会
津
会
と「
會
空
」を
め
ぐ
る
人
び
と	

吉
原
直
樹

避
難
者
の
食
生
活
・
寸
描
─
─
浪
江
町
出
身
三
人
の
聞
き
書
き
よ
り	

佐
藤
真
理
子

地
域
に
開
か
れ
、地
域
か
ら
開
か
れ
た
臨
時
災
害
放
送
局
─
─
山
元
町「
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
」	

松
本
早
野
香

被
災
小
学
校
か
ら
生
ま
れ
る
学
校
と
地
域
の
新
し
い
連
携
の
可
能
性	

─
─
被
災
児
童
を
支
え
る
豊
間
ア
カ
デ
ミ
ー　

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ａ
へ	

瀬
谷
貢
一

第
Ⅲ
部	

復
興
支
援
と
市
民
社
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
災
害
時
経
済
〉Disasters-Tim

e Econom
y

の
連
帯
経
済
の
試
み
─
─
市
民
共
同
財
の
形
成
に
よ
る
現
代
的
コ
モ
ン
ズ
論	

似
田
貝
香
門

原
子
力
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
支
援
の
可
能
性	

川
上
直
哉

被
災
地
釜
石
の
住
民
活
動
─
─
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ	

大
堀
研

足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
聴
い
た「
つ
ぶ
や
き
」と
被
災
者
ケ
ア	

三
井
さ
よ

震
災
後
の〈
生
き
が
い
と
し
て
の
農
業
〉に
向
け
た
支
援
の
実
践	

─
─
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町「
健
康
農
業
亘
理
い
ち
ご
畑
」を
事
例
と
し
て	

望
月
美
希

「
支
援
の
文
化
」の
蓄
積
と
継
承
─
─
原
発
避
難
と
新
潟
県	

松
井
克
浩

被
災
経
験
か
ら
の
防
災
教
育
─
─
理
科
教
育
・
論
理
的
思
考
教
育
と
の
融
合
へ
の
流
れ	

久
利
美
和

知
識
と
復
興
支
援	

松
平
好
人

「
実
装
」プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
決
め
る
論
理
と
倫
理	

山
田
修
司

第
Ⅰ
部	
復
興
と
ま
ち
づ
く
り

復
興
と
ま
ち
づ
く
り	

吉
原
直
樹

東
日
本
大
震
災
と
東
北
圏
広
域
地
方
計
画
の
見
直
し	

野
々
山
和
宏

終
わ
り
な
き「
中
間
」の
ゆ
く
え
─
─
中
間
貯
蔵
施
設
を
め
ぐ
る
人
び
と	

吉
原
直
樹

建
設
業
の
公
共
性
と
地
域
性
─
─
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
調
査
の
中
間
報
告	

千
葉
昭
彦

震
災
か
ら
の
商
業
地
の
復
興
─
─
田
老
地
区
仮
設
商
店
街
・
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
を
事
例
と
し
て	

岩
動
志
乃
夫

震
災
遺
構
の
保
存
と
防
災
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